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楠
隼
高
校
生
の
夏
休
み
は
、
全
員
実
家
に
帰
省
す
る
。
し
か
し
、
宇
宙
部
の
部
員
は
夏
休
み
期
間
も

そ
れ
ぞ
れ
の
帰
省
先
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
た
。そ
の
活
動
の
様
子
を
報
告
す
る
。 

（
高
校
２
年 

新
城
孝
紀
） 

 

こ
の
夏
、
私
は
、
「
か
ご
し
ま
ス
ペ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る
、
油
井
亀
美

也
宇
宙
飛
行
士
の
講
演
を
聴
き
に
行
っ
た
。 

 

講
演
内
容
は
、
油
井
飛
行
士
が
宇
宙
で
行
っ
た
実
験
の
紹
介
や
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
滞
在
中
の

生
活
の
紹
介
な
ど
だ
っ
た
。 

 

私
が
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
質
疑
応
答
の
時
間
だ
っ
た
。
会
場
内
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
質
問
の
手

が
上
が
り
、
油
井
さ
ん
は
、
幼
い
子
供
の
質
問
に
対
し
て
も
、
易
し
い
こ
と
ば
で
、と
て
も
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

一
時
間
と
い
う
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
だ
っ
た
が
、油
井
飛
行
士
の
貴
重
な
お
話
が
聴
け
て
、と
て
も
有

意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。 

（
高
校
２
年 

井
上
鷹
彦
） 

私
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
主
催
す
る
「
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
ス
ク
ー
ル
２
０
２
６
（
筑
波
会
場
）
」
に
参
加
し
た
。
数

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
、特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
講
座
と
施
設
見
学
だ
。 

講
座
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、現
在
開
発
が
進
む
月
面

有
人
与
圧
ロ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ
。 

 

 

ら
れ
や
す
い
」
「
充
電
作
業
が
飛
行
士
の
負
担
に
な
る
」
と
い
う
課
題
を
受
け
、２
号
機
で
は
機
体
を
一

回
り
大
き
く
し
て
プ
ロ
ペ
ラ
を
強
化
し
、
充
電
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
自
動
帰
還
機
能
を
搭
載
し
た
と
い
う
。
開

発
者
か
ら
直
接
苦
労
談
を
聞
け
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。 

一
方
、
「
月
面
有
人
与
圧
ロ
ー
バ
ー
」
と
は
、
宇
宙
飛
行
士
が
宇
宙
服
を
着
な
い
で
乗
れ
る
「
月
面
用

の
探
査
車
」
で
あ
る
。
開
発
の
中
で
、隕
石
の
衝
突
に
耐
え
う
る
「
窓
」
の
確
保
が
最
大
の
壁
と
な
っ
て
い

る
。
カ
メ
ラ
画
像
で
代
用
す
る
案
も
あ
る
が
、
宇
宙
飛
行
士
の
強
い
要
望
か
ら
窓
の
あ
る
設
計
で
進
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
直
径
１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型
タ
イ
ヤ
を
６
本
備
え
な
が
ら
、
月
面
で
乗

り
越
え
ら
れ
る
起
伏
の
高
さ
は
15

セ
ン
チ
程
度
に
と
ど
ま
る
と
い
う
事
実
に
、月
面
走
行
の
厳
し
さ
と

技
術
的
難
度
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。 

宇
宙
開
発
の
現
場
で
得
た
感
動
と
知
見
を
糧
に
、
今
後
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。 

（
高
校
２
年 

白
坂
颯
真
） 

夏
休
み
中
、Yo

u
T

u
b

e

で
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
ラ
イ
ブ
配
信
を
観
賞
し
た
。
画
面
越
し
で
あ

り
な
が
ら
も
、
大
気
を
揺
ら
す
ほ
ど
の
重
低
音
や
強
烈
な
光
の
迫
力
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
き
た
。 

ま
た
、
火
星
衛
星
探
査
計
画
（
Ｍ
Ｍ
Ｘ
）
の
記
者
会
見
も
視
聴
し
た
。
海
外
企
業
や
研
究
機
関
と
の

国
際
協
力
の
も
と
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
Ｍ
Ｍ
Ｘ
は
非
常
に
大
型
の
探
査
機

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
打
ち
上
げ
が
待
ち
遠
し
い
。 

（
高
校
１
年 

日
南
陽
一
） 

 

 

 

 

身
近
な
宇
宙 

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
９
号
機
・ 

 

み
ち
び
き
７
号
機
、
成
功
！ 

 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
は
８

月

11

日
に
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
９
号
機
の
打
ち
上

げ
を
実
施
し
た
。
搭
載
さ
れ
て
い
た
内
閣
府
の
測

位
衛
星
み
ち
び
き
７
号
機
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

は
所
定
の
軌
道
に
投
入
し
た
こ
と
を
確
認
し
た

と
発
表
し
た
。 

 

「
み
ち
び
き
」
と
は
ア
メ
リ
カ
の
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」

と
の
互
換
性
を
確
保
し
た
日
本
の
衛
星
測
位
シ

ス
テ
ム
だ
。
こ
れ
ま
で
は
４
機
体
制
で
運
用
さ
れ

て
い
た
が
、
内
閣
府
は
測
位
精
度
の
さ
ら
な
る
向

上
と
「
み
ち
び
き
」
の
み
で
の
持
続
的
な
測
位
を

実
現
す
る
べ
く
、
将
来
的
に
は

11

機
体
制
で
運

用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

よ
り
低
い
コ
ス
ト
で
打
ち
上
げ
可
能
な

30

形
態
の
６
号
機
に
よ
る
成
功
に
続
き
、
本
格
的
な

飛
行
再
開
へ
の
一
歩
と
な
っ
た
９
号
機
の
成
功

を
弾
み
に
、
日
本
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て
次
回

以
降
の
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
も
順
調
に

進
む
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。  

 

宇
宙

そ

ら

の
声 

 

★
１ 

９
月
１
日
：
ぎ
ょ
し
ゃ
座
流
星
群 

ぎ
ょ
し
ゃ
座
流
星
群
は
、
ふ
だ
ん
は
小
規
模

な
流
星
群
だ
が
、
と
き
ど
き
活
動
が
急
増
す

る
ア
ウ
ト
バ
ー
ス
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
。
母

天
体
は
キ
ー
ス
彗
星
で
あ
る
。
直
近
の
顕
著

な
ア
ウ
ト
バ
ー
ス
ト
は
２
０
２
１
年
に
記

録
さ
れ
、
わ
ず
か
約
１
時
間
の
あ
い
だ
に

80

〜

100

個
も
の
流
星
が
出
現
し
た
。 

★
２ 

９
月
９
日
：
９
月
ペ
ル
セ
ウ
ス
座

ε

流
星
群 

有
名
な
８
月
の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
と

混
同
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
８
月
の
ペ
ル

セ
ウ
ス
座
流
星
群
と
違
い
、
９
月
ペ
ル
セ
ウ

ス
座

ε

流
星
群
は
未
知
の
長
周
期
彗
星

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

★
３ 

９
月

12

日
：
宇
宙
の
日 

毛
利
飛
行
士
が
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
初

飛
行
し
た
記
念
日
、
全
国
の
科
学
館
な
ど
で

宇
宙
開
発
の
歩
み
を
振
り
返
る
企
画
に
参

加
で
き
る
。 

★
４ 

９
月

19

日
：
金
星
が
「
最
大
光
度
」

を
迎
え
る 

夕
方
の
西
の
空
で
、
金
星
が
マ
イ
ナ
ス

4.8

等
と
い
う
圧
倒
的
な
明
る
さ
で
輝
く
。
な
ん

と
澄
ん
だ
空
で
、
青
空
の
中
に
肉
眼
で
も
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
だ
。
※
昼
間
に

金
星
を
観
察
す
る
と
き
は
誤
っ
て
太
陽
を

見
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
。 

★
５ 

９
月

25

日
：
中
秋
の
名
月(

十
五

夜) 

一
年
で
最
も
美
し
い
と
さ
れ
る
「
中
秋
の
名

月
」
を
眺
め
、
秋
の
収
穫
に
感
謝
す
る
日
。

ま
た
十
五
夜
は
必
ず
し
も
満
月
で
は
な
く
、

満
月
は
９
月

27

日
で
あ
る
。
ま
た
お
供
え

物
は
月
の
神
様
の
依
り
代
で
あ
る
ス
ス
キ
、

月
見
団
子
、
サ
ト
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

(

芋
名
月
と
言
わ
れ
る
た
め) 

       
 

宇宙からのささやき 

～充分に発達した科学技術は、 

魔法と見分けが付かない～ 

アーサー・C・クラーク 

イギリス出身の SF作家。20世紀を代表する SF作家の一人であり、 

科学解説者としても知られている。 

 

⇦火星衛星探査計画の探査機、MMX

の着陸脚搭載作業の様子。先日 JAXA

は、MMX を搭載する H3 ロケット

10 号機の打ち上げ予定日が 2026 年

10 月 20 日だと発表した。MMX は、

火星の衛星のひとつ「フォボス」に

探査機を着陸させてサンプルを採取

し、地球に持ち帰ることを目指すミ

ッションだ。（画像：JAXA） 

↑新聞アンケート

二次元コード 

みなさんのご意

見・ご感想をお聞

かせください。 

↑H3ロケット９号機の 

打ち上げの瞬間の様子 

（画像：JAXA） 

Ｉ
Ｓ
Ｓ
内
で
運
用
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
「In

t-
B

a
ll

（
イ

ン
ト
ボ
ー
ル
）
」
が
あ
る
。In

t-
B

a
ll

は
、
球
体
の
カ
メ
ラ
ド
ロ
ー

ン
で
、プ
ロ
ペ
ラ
の
推
進
力
に
よ
っ
て
船
内
を
自
在
に
移
動
す
る

浮
遊
型
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
宇
宙
飛
行
士
は
、
宇
宙
で
の
実
験
の
様

子
や
壊
れ
た
場
所
の
点
検
な
ど
を
写
真
や
動
画
で
記
録
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
「
撮
影
作
業
」
だ
け
で
作
業
時
間
の
10

%

を
占
め
る
ほ
ど
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が

In
t-

B
a
ll

で
あ
る
。
人

工
衛
星
と
同
様
に
作
用
反
作
用
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
制

御
す
る
点
に
、
宇
宙
空
間
で
使
用
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ら
で
は
の

面
白
さ
が
あ
る
。 

さ
ら
に
見
学
を
通
じ
、
技
術
の
進
化
と
現
場
の
工
夫
も
知

る
こ
と
が
で
き
た
。１
号
機
で
判
明
し
た
「
船
内
の
風
に
あ
お 

  

私
は
、
宇
宙
甲
子
園
缶
サ
ッ
ト
部
門
に
向
け
て
缶
サ
ッ
ト
の
設
計
、

製
作
を
行
っ
た
。
１
学
期
に
行
っ
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
走
行
試
験
で
得
ら

れ
た
、
重
心
位
置
や
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
い
っ
た
反
省
点
を
生
か
し
て
、

新
た
に
形
状
を
３
Ｄ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
上
で
設
計
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
プ
リ
ン
ト
基
板
）
を
設
計
・
発
注
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
電
子

部
品
の
到
着
後
、
自
宅
で
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
用
い
て
リ
フ
ロ
ー
（
は

ん
だ
付
け
の
一
種
）
を
行
っ
た
。
リ
フ
ロ
ー
で
の
は
ん
だ
付
け
は
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
実
装
で
き
た
。 

夏
休
み
後
半
に
は
、
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
へ
行
っ

た
。
三
式
戦
闘
機
「
飛
燕
（
ひ
え
ん
）
」
や
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
飛
行
実
験
機
「
飛

鳥
」
な
ど
、
と
て
も
興
味
深
い
展
示
が
あ
り
、
特
に
、
航
空
宇
宙
技
術

研
究
所(

現
・
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ)

が
開
発
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
実
験
機
、
フ
ラ
イ
ン

グ
・
テ
ス
ト
・
ベ
ッ
ド
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ホ
イ
ー
ル
を
用
い
た
三
軸
姿
勢

制
御
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
展
示
が
印
象
深
か
っ
た
。
三
軸
姿
勢
制
御
モ
ジ
ュ

ー
ル
は
以
前
か
ら
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
岐
阜
か
か
み
が
は
ら

航
空
宇
宙
博
物
館
に
行
っ
て
さ
ら
に
制
作
意
欲
が
高
ま
っ
た
。
技
術

的
な
学
び
を
豊
富
に
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
缶
サ
ッ

ト
製
作
な
ど
に
生
か
し
た
い
。 

 

↑

会
場
の
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー ↑缶サット電装部 ↑基板上のリフローで

つけた細かい部品 


